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わたしの好きな昔話（ 16 ）

（ちりめん本）

天野　茂雄

　花の色は  うつりにけりな  いたづらに  
　　　わが身世にふる  ながめせしまに　
　これは平安時代初期に編纂された『古今和歌
集』に出てくる和歌の一つで、六歌仙の一人で
ある小野小町が詠んだ和歌の代表的な歌です。
この歌が有名な理由は、皆さんが小さい頃に
やったであろう小倉百人一首に出てくる和歌の
9番目の歌だからです。私は、先ほど六歌仙と
いう言葉を書きましたが、皆さんは六歌仙と聞
いて何を想像しますか？ 6人の仙人、それとも
6個の有名な和歌でしょうか？
　六歌仙というのは『古今和歌集』の仮名
序において、紀

きのつらゆき

貫之が批評した六人の歌人
（小

お の の こ ま ち

野小町、在
ありはらのなりひら

原業平、僧
そうじょうへんじょう

正遍昭、文
ぶんやのやすひで

屋康秀、
喜
き せ ん ほ う し

撰法師、大
おおとものくろぬし

伴黒主）のことを指します。
　本の内容については、このちりめん本の解説
を一部抜粋したものを次に記します。
《序文では、六首の歌の編纂について、表紙に
書かれた六歌仙の絵などについての説明で一部
「三十六歌仙」（藤

ふじわらのきんとう

原公任が編纂した『三十六人
撰』に載っている和歌の名人36人のこと）と混
同しているふしがあり、歌人の説明で在原業平

を小野小町の恋の相手と書いている点でも誤り
が見られる。しかし、和歌のもつ言葉の流麗な
響きを、さらには巧みな言葉遊びをそのまま英
語に訳すことの難しさを述べた解説は、的を射
たものである。
　なお、標題紙や奥付に絵師の名は記載されて
いないが、それぞれの絵には「紫山」をはじめ
異なる絵師の落款が見られ、彼らの詳細は不明
だが、複数の絵師によって描かれていることが
わかる。》（京都外国語大学 図書館ホームペー
ジより）
　最近では百人一首などの和歌を題材としたア
ニメも放送されています。和歌というものは古
いものと皆さん思いがちでしょうが、詠んでい
くと四季折々の情景や歌人が思った感情などを
美しい日本語で表現しているため、詠んでいく
につれて感動できるのではないでしょうか？
　時代を超えて、現代の私たちにも感動を与え
てくれる和歌にもっと親しんでいくことが必要
だと思います。

　あまの　しげお（英米語学科4年次生）


